
智

証
大
師

と
中
国

の
書

八

木

宣

諦

一

智
証
大
師

(円
珍
)
は
入
唐
に
よ

っ
て
四
百
四
十

一
部

一
千
巻

の
経

典
章
疏
を
も
た
ら
し
、
精
神
的
文
化
的
に
大
き
な
功
績
を
遺
し
た
。
ま

た
円
珍
に
関
連
す
る
多
く

の
書
跡
類
を
遺
す
結
果
に
も
な

っ
た
。
総
計

(1
)

で
六
十
三
点
が
知
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
資
料
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、

同
時
代
の
数
少
い
中
国
書
跡
を
も
含
ん
で
い
て
書
法
研
究
に
極
め
て
重

要
な
資
料
と
な

っ
て
い
る
。
何
に
も
ま
し
て
円
珍
自
身
の
生
涯
の
書

の

変
化
が
極

め
て
明
了
に
わ
か
る
の
で
あ
る
。
円
珍
の
書
は
従
来
、
晩
年

の
独
特
な
筆
法
の
自
筆
消
息
だ
け
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
あ

る
が
、
在
唐
中
と
帰
朝
後
に
分
け
て
み
る
と
様

々
な
書
風
の
も
の
が
み

ら
れ
る
。

円
珍
が
最
澄
に
倣

っ
て
、
中
国
の
ど
の
よ
う
な
書
法
資
料
を
将
来
し

た
か
を
探
り
、
円
珍
自
筆

の
書
跡
を
分
析
し
て
い
く

こ
と
に
よ

っ
て
、

中
国
書
法
と
の
関
連
か
ら
円
珍

の
様

々
な
書
風
形
成

に
つ
い
て
考
察
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

二

最
澄
の
書
は
請
来
目
録
に
よ
る
と
、
中
国
書

法
と
し
て
趙

模

千

字

文
、
智
永
千
字
文
、

王
裁
之
草
書
十
七
帖
、
王
献
之
書
法
、
集
字
聖
教

序
の
他
、
唐
代
の
欧
陽
詞
書
法
等
が
録
さ
れ
て
い
て
、
正
倉
院
文
書
に

み
ら
れ
る
当
時

の
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
中
国
書
法
の
手
本
と
な
る
も
の

が
も
た
ら
さ
れ
、
最
澄
自
身
も
そ
う
い
う
も
の
を
習
わ
れ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
が
、
久
隔
帖
そ
の
他
の
書
跡
に
よ

っ
て
了
解
さ
れ
る
。

 
さ
て
円
珍
に
於
て
も
、

五
種
の
請
来
目
録
を
遺
し
て
中
国
書
法
の
資

料
が
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
中
国
書
法
と
の
関
連
を
知
る
第

一
の
資
料

と
い
え

る
。

 
円
珍

(八
一
四
-
八
九

一
)
は
入
唐
に
際
し
、
最
澄
の
台
州
明
州
公
験

の
写
し
を
作

っ
た
り
、
嘉
祥
二
年

に
叙
さ
れ
た
伝
燈
大
法
師
位
位
記
を
、

翌
年
改
め
て
当
時
著
名
な
書
家
の
藤
原
関
雄
に
依
N頼
し
て
綾
絹
に
書
い

て
も
ら

っ
た
り
、
帰
朝
後
、

書
家
の
時
原
春
風

に
太
政
官
公
験
牒

(
八

六
六
)
を
書
い
て
も
ら
う
な
ど
、
円
珍
が
能
書
に
関
心
を
示
し
て

い
た

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第
一
號
 
平
成
元
年
十
二
月
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智
証
大
師
と
中
国
の
書

(八

木
)

こ
と
が
窺
え
る
。
円
珍
の
書
は
細
い
行
書
が
多
い
こ
と
か
ら
、
入
唐
前

に
は
主
姦
之
書
の
流
行
を
背
景
に
し
た
最
澄
の
行
書
に
似
た
書
を
書
い

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で

『
行
歴
抄
』
に
よ

っ
て
中
国
の
巡
錫
地
と
年
代
、
更
に
収
得

し
た
碑
銘
目
に
よ
っ
て
在
唐
中
の
円
珍
書
の
成
立
背
景
を
探

っ
て
み
た

い
と
思
う
。

円
珍
が
欽
良
暉
の
貿
易
船
で
中
国

へ
出
航
し
、
大
中
七
年

(
八
五
三
)

八
月
十

五
日
に
福
州
に
上
陸
し
温
州
台
州
を

へ
て
十
二
月
天
台
山
に
到

る
間
に
収
得
し
た
書
法
類
を
あ
げ
る
と
。
福
州
開
元
寺
新
造
浮
屠
碑
、

開
元
寺
造
浄
土
写

一
切
経
並
蔵
碍
銘
、
修
習
道
場
碑
、
仏

朧

禅

林

寺

碑
、
天
台
大
師
金
光
明
斉
碑
、
越
州
孟
中
承
修
理
石
象
道
場
碑
、
天
興

寺
法
華
院
故
二
大
徳
比
丘
尼
碑
、
南
嶽
思
大
師
碑
、
智
者
大
師
碑
、
大

辮
正
広
智
三
蔵
国
師
碑

(不
空
碑
)
、
伝
法
堂
碑
、
薦
福
寺
臨
壇
大
戒
徳

律
師
碑
、

大
律
故
懐
道
閣
梨
碑
、
大
唐
左
街
重
建
寺
碑
な
ど
で
あ
る
。

 
書
法
上
特
別
重
要
な
も
の
は
な
い
が
、
長
安
に
あ
る
不
空
碑
等
は
拓

本
が
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
中
八
年

(八
五
四
)
九
月
国
清
寺
を
発

っ
て
越
州
、
揚
州
、
汁
州
、

洛
陽
を

へ
て
大
中
九
年
五
月
長
安

に
到
着
。
こ
こ
で
円
仁
の
師
で
も
あ

ハ
ツ

ン

っ
た
法
全
と
め
ぐ
り
会
い
円
覚
と
も
会

っ
た
。
青
竜
寺
や
竜
興
寺
に
滞

在
し
て

い
る
。
十

一
月
下
旬
出
発
迄
の
七
ヶ
月
間
に
求
法
し
た
寺
は
、

大
興
善
寺
、
慈
恩
寺
、
薦
福
寺
、
崇
福
寺
、
興
福
寺
、
千
福
寺
、
荘
厳

寺
だ

っ
た
。
大
興
善
寺
で
は
、
不
空
法
孫
の
智
慧
輪
三
蔵
に
も
め
ぐ
り

会

っ
た
。
長
安
は
書
道
の
メ
ッ
カ
と
し
て
盛
え
た
が
、
青
竜
寺
求
法
目

録
は
付
法
伝
授
が
目
的
の
為
書
法
関
係
の
記
載

は
な
く
、
後
の
国
清
寺

外
諸
寺
求
法
惣
目
録
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
大
中
九
年
十

一
月
長
安
を

発
ち
、
洛
陽
匠
は

一
ヶ
月
滞
在
し
た
。
竜
門
石
窟
も
訪
ね
た
こ
と
で
あ

ろ
う
が
、
造
像
の
拓
本
収
得
は
み
ら
れ
な
い
。

洛
陽
を
発

っ
て
大
中
十
年

(八
五
六
)
六
月
国
清
寺
に
帰
着
。
十
二
年

六
月
日
本
に
向
け
出
航
す
る
迄
台
州
の
地
で
求
法
し
、
国
清
寺
に
は
前

後
二
年
間
滞
在
し
た
。
国
清
寺
求
法
目
録
に
は
長
安
で
所
得
の
密
教
関

係
の
法
門
、
図
像
、
福
州
温
州
台
州
越
州
で
得

た
聖
教
と
共
に
碑
銘
も

収
録
さ
れ
て
い
る
。
前

の
と
重
複
も
あ
る
の
で
新
た
な
も
の
を
あ
げ
る

と
、
国
清
寺
律
大
徳
學
大
師
碑
、
達
磨
和
上
碑
、
祭
禅
師
碑
、
杜
正
倫

送
双
鋒
山
信
禅
師
碑
、
薪
州
忍
禅
師
碑
、
荊
州
玉
泉
寺
大
通
和
尚
碑
、

能
禅
師
碑
、
西
明
寺
故
大
徳
宣
公
律
院
碑
、
洒
州
普
光
寺

碑

等

で
あ

る
。
造
寺
碑
、
僧
の
墓
碑
の
多
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。
禅
関
係
の
碑
も

多
い
。
全
文
は
清
朝
匠
最
も
多
く
編
纂
さ
れ
た
石
刻
史
料
文
献
に
よ
る

(2
)

わ
け
だ
が
、
大
通
碑
な
ど
二
三
が
載
る
の
み
で
、
碑
が
後
に
散
侠
し
た

も
の
と
み
え
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
将
来
さ
れ

た
拓
本
が
現
存
し
な
い

の
で
書
風
等
の
詳
細
は
知
り
得
な
い
。

 
そ
こ
で
次
に
原
本
資
料
で
あ
る
円
珍
自
筆
の
書
跡
に
つ
い
て
年
代
別

に
分
析

し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
全
文
を
自
筆

し
た
も
の
の
他
、
奥
祓

を
追
記
し
た
も
の
、
加
筆
し
た
も
の
な
ど
が
あ

り
、
在
唐
中
の
も
の
と

帰
朝
後
の
も
の
で
は
書
風
を
異
匠
し
て
い
る
。

-86-



国
清
寺
求
法
目
録
に
あ
る
日
本
国
求
法
僧
円
珍
録
や
国
清
寺
外
諸
寺
求

法
惣
目
録

に
あ
る
署
名
に
み
ら
れ
る
楷
書
が
円
珍
自
筆
と

し

て

し

ら

れ
、
後
者

に
は
軸
木
に
も
朱
書
が
あ
る
と
い
う
。

内
藤
博
士
が
か
っ
て

開
成
石
経

に
似
た
書
で
あ
る
と
指
摘

の
も
の
で
、
円
珍
に
し
て
は
重
厚

な
楷
書

で
あ
る
。

円
珍

の
書
で
最
も
多
い
の
が
行
書
体
で
、
福
州
温
州
台
州
求
法
目
録

は
細
い
線
の
速
書
き
の
行
書
で
全
文
を
書
い
た
。
根
底
に
は
最
澄
の
風

が
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
筆
が
速

い
為
に
沈
着
し
た
重
厚
さ
静
韻
は
感
じ
ら

れ
な
い
。
開
元
寺
求
法
目
録
の
最
後
の
七
行
に
円
珍
の
筆
跡
が
あ
る
。

最
澄
の
よ
う
な
端
正
厳
格
な
書
で
は
な
い
が
、
速
書
の
独
特
の
線
で
あ

る
。中
国
で
は
中
唐
に
書
の
革
新
運
動
が
起
り
、
張
旭
、
顔
真
卿
が
自
由

な
気
風
の
書
を
書
い
た
。
僧
門
で
も
懐
素
が
あ
ら
わ
れ
狂

草

を

書

い

た
。
細
い
線
の
躍
動
す
る
書
で
、
懐
素

の
書
が
僧
門
間
に
流
行
し
唐
末

ぺ
こ
 

(3
)

に
は
誓
光
、
貫
休
、
亜
棲
な
ど
の
書
僧
が
輩
出
し
た
。
円
珍
の
書
も
恐

ら
く
は
懐
素
の
細
い
線
の
書
風
、
或
は
自
由
奔
放

に
書

い
て
い
く
当
時

の
時
代
背
景
の
影
響
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

円
珍
文
書
に
よ

っ
て
中
唐
以
後
に
行
わ
れ
た
唐

の
書
風

を

み

て

い

く
。
青
竜
寺
求
法
目
録
は
法
全
の
も
と
で
求
得
し
た
密
教
経
典
を
記
録

し
た
も
の
で
、
巻
末
に
授
法
の
師
法
全
が
、
胎
蔵
界
、
金
剛
界
法
と
曼

茶
羅
や
法
門
を
授
与
し
、
最
上
乗
に
精
通
す
る
に
い
た

っ
た
か
ら
有
縁

の
衆
生
を
利
益
し
、
別
離
の
後
、
再
び
浄
土
に
ま
み
え
ん
こ
と
を
自
書

し
て
い
る
。
十
五
行
に
わ
た
り
謹
厳
な
行
書
体

で
書
い
て
い
る
。
左
傾

の
癖
が
あ
り
、
細
い
線
乍
ら
骨
気
あ
る
書
き
振
り
で
あ

っ
て
、
求
心
的

な
書
風
で
あ
る
。
字
間
を
つ
め
た
書
き
方
な
ど
円
珍
の
書
に
類
似
点
が

か
な
り
み
ら
れ
る
。
恐
ら
く
は
尊
崇
す
る
師
の
書
風
と
し
て
受
容
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
自
筆
本
円
珍
疑
問
に
も
法
全
風
の
書
き
方
が
踏

襲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
帰
朝
後
の
円
珍
請
伝
法
公
験
秦
状
案
も
細
い
線

の
行
書

の
こ
の
書
風
の
系
統
と
み
ら
れ
る
が
、

日
本
で
書
い
た
為
か
幾

分
骨
気
が
弱
く
な

っ
て
い
る
。

こ
の
他
中
国
の
同
時
代
資
料
と
し
て
は
、
関
所
を
通
る
過
所
の
類
が

あ
る
。
内
藤
博
士
が
早
く

に
注
目
さ
れ
た
。
滝
関
を
通
過
す
る
為
の
越

州
都
督
府
過
所
と
蒲
関
を
通
過
す
る
為
の
尚
書
省
司
門
過
所
で
、
実
物

と
し
て
現
存
す
る
唯

一
の
も
の
。
当
時
の
役
人

の
書
跡
で
あ
る
。
円
珍

台
州
公
験
請
状
案

は
最
澄
が
刺
史
の
陸
淳
や
鄭
審
則
か
ら
証
明
を
得
た

例
に
な
ら
い
、
円
珍
が
台
州
刺
史
に
公
験
を
求
め
た
も
の
で
、
こ
れ
に

刺
史
厳
修
睦

の
証
明
が
八
行
に
重
厚
な
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
。
大
中

十
二
年
頃

の
上
級
役
人
の
筆
跡
で
あ
る
。
請
台
州
公
験
牒
案
は
帰
国
に

際
し
台
州
刺
史
に
公
験
を
下
附
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
願

い
出
た
も
の
で
、

小
楷
で
四
紙
に
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
役
人
の
書

の
ほ
か
に
、
円
珍
が
帰
朝

の
時
、
唐
人
か
ら
贈
ら

(4
)

れ
た
詩
や
書
状
を
二
巻
に
し
た
唐
人
送
別
詩
井
尺
臆
も
中
国
書
の
資
料

で
あ
る
。
詩
の
ほ
か
に
種

々
の
内
容
が
こ
め
ら
れ
書
風
も
様

々
だ
が
、

当
時

一
般
の
書

の
水
準
を
示
し
て
い
る
。

智
証
大
師
と
中
国
の
書

(八

木
)
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智
証
大
師
と
中
国
の
書

(八

木
)

円
珍
は
こ
れ
ら
中
国
人
の
書
を
過
眼
し
、
自
ら
も
多
く
の
書
跡
を
遺

し
た
の
で
あ
る
。

円
珍

は
自
筆
文
書

の
ほ
か
に
、
署
名
、
加
筆
、
追
記
し
た
も
の
が
か

な
り
あ
り
二
十
点
を
数
え
る
。
こ
れ
も
年
代
に
よ
っ
て
各
々
書
風
を
異

に
し
て
い
る
。
金
光
経
文
句
中
下
、
縁
生
論
、
大
既
盧
遮
那
成
仏
経
巻

四
な
ど
は
在
唐
中
に
加
筆
追
記
し
た
も
の
。
太
政
官
牒
案

(八
七
一
)
は

最
澄
以
下
円
仁
、
安
慧
、
慧
亮
に
至

っ
て
密
教
が
弘
ま
り
、
円
珍
が
円

仁
、
入
唐

し
て
法
全
か
ら
法
を
学
ん
だ
次
第
を
述
べ
、
阿
閣
梨
位
を
得

る
に
官
に
秦
聞
し
て
宣
旨
を
蒙

っ
て
授
け
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、

終
り
に
六
行
の
円
珍

の
追
記
が
あ
る
。
自
由
奔
放
な
行
書

で
書

い
て
い

る
が
、

円
珍
疑
問
書
写
本

(八
八
二
)
巻
末
の
追
記
は
内
容

の
上

か

ら

か
、
謹
厳

な
細
い
行
書
で
あ
る
。
三
弥
勤
経
疏
の
円
珍
追
記

(七
七
才
)

は
晩
年
の
消
息
に
あ
る
枯
樹
の
よ
う
な
筆
致
で
あ
る
。

こ
こ
で
全
文
を
自
筆
の
も
の
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。
全
文
自

筆
の
も
の
は
福
州
温
州
台
州
求
法
目
録
以
外

は
ほ
と
ん
ど
帰
朝
後
に
成

立
の
も
の
で
、
最
澄
書
の
宗
風
を
維
持
し
た
も
の
か
ら
、
在
唐
中
過
眼

し
た
中
国
人
の
書
法
等
が
混
成
し
た
書
風

の
も
の
、
更
に
日
本
的
な
流

麗
さ
の
加
わ

っ
た
い
わ
ゆ
る
和
様
の
き
ざ
し
の
も

の
な
ど
様
々
な
書
風

で
あ
る
。

年
代
的

に
そ
れ
ら
を
概
観
し
て
い
く
と
、
先
ず
自
筆
本
円
珍
請
伝
法

公
験
秦
状
案
は
前
に
記
し
た
通
り
細
い
行
書

の
書
風
で
あ
る
。

 
文
書
目
録

(八
七
四
)
は
二
十
行
に
わ
た
り
文
書
の
目
録
を
記
し
た
円

珍
の
自
筆
本
で
あ
る
が
、
細
い
線
の
や
わ
ら
か

い
草
書
で
書
か
れ
て
い

る
。
懐
素
の
自
叙
帖
を
連
想
さ
せ
る
。
奔
放
な
書
き
振
り
で
あ
る
。

メ

モ
的
と
も
い
え
る
速
書
で
、
求
法
目
録
等
の
書

と
は
か
な
り
違

っ
た
趣

き
で
あ
る
。

自
筆
本
円
珍
疑
問
は
、
大
興
善
寺

の
智
慧
輪

三
蔵
に
示
教
を
仰
ぐ
為

匠
密
教
経
典
儀
軌
中
の
質
疑
を
用
意
し
た
も
の
。
多
く
は
大
日
経
、
金

剛
頂
経
、
蘇
悉
地
な
ど
密
教
経
典
の
釈
義
、
読

み
方
の
疑
問
で
あ
る
が

平
易
な
問
題
も
入

っ
て
い
る
。
細
書
き
の
謹
厳
な
行
書
で
中
国
風
な
福

州
温
州
台
州
目
録
の
書
に
連
な
る
も
の
だ
が
、

字
形
縦
長
に
し
て
骨
気

を
強
め
て
書
い
て
い
る
の
は
内
容
に
よ
る
も
の
と
思
う
。
成
立
は
元
慶

(5
)

年
間
、
円
珍
七
十
才
前
後
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
書
写
本
は
弟
子
に
作

ら
せ
た
副
本
だ
が
、
末
尾
の
伝
教
弟
子
遠

塵

(円
珍
)
謹

白

の

追

記

は
、
自
筆
本
の
書
と
同
筆

の
書
き
方
で
あ
る
。

ま
た
、
感
夢
記
と
表
さ

れ
る
中
に
円
珍
が
智
慧
輪
に
あ
て
た
書
状
の
控
え
が
あ
る
。
奥
付
で
は

(
6
)

元
慶
六
年

(八
八
二
)
円
珍
六
十
九
才
の
筆
と
伝
え
る
が
、
肉
太

の
懐
抱

的
な
行
書
で
他
の
円
珍
の
行
書
と
書
き
振
り
を
異
に
す
る
。

弟
子
達

に
遺
戒
と
し
て
伝
え
た
制
誠
文
は
、
廿

一
行
を
行
書

で
書
い

た
も
の
。
円
珍
疑
問
な
ど
の
骨
気
の
あ
る
書
法
と
違

い
字
形
が
少
し
く

ず
れ
て
い
る
が
、
行
間
字
間
を
つ
め
た
独
特

の
趣
致
が
あ
り
、
次

の
病

中
言
上
書
に
似
た
書
風
で
あ
る
。
病
中
言
上
書

は
、
寺
務
儀
式
な
ど
の

重
要
な
こ
と
を
病
床
で
ま
と
め
て
後
事
を
託
し
て
書
い
た
も

の
と

さ

れ
、
両
者
共
筆
力
が
弱
く
同
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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議
定
文
は
伝
法
阿
閣
梨
が
弟
子
の
阿
閣
梨
を
持
た
ず

に
死

亡

し

た

時
、
そ

の
所
有
の
真
言
法
門
、
儀
軌
な
ど
を
全
て
寺
の
真
言
蔵
に
納
め

る
こ
と
を
弟
子
達
に
示
し
た
も
の
。
細
い
線
の
速
書

の
草
書
で
あ
る
。

字
間
が

つ
ま
っ
て
い
る
の
に
爽
快
な
感
じ
が
す
る
の
は
、
草
書
と
い
う

最
も
簡
単
な
形
の
上
匠
線
の
躍
動
感
と
線
の
清

々
し
さ
に
あ
る
。
円
珍

の
書
は
最
澄
の
よ
う
な
端
正
な
字
形
で
は
な
い
が
、
線
の
よ
さ
が
草
書

と
い
う
形
と
結
び
つ
い
て
完
成
し
た
境
涯
で
あ
ろ
う
。
在
唐
中
の
懐
素

系
統

の
書
を
み
た
影
響
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。

(
7
)

寄
遍
照
消
息
も
円
珍
の
自
筆
書
状
で
、
元
慶
寺
の
遍
照
の
病
気
を
見

舞
い
、
あ
わ
せ
て
元
慶
寺
僧
の
処
遇
に
つ
い
て
意
見
を
申
し
送

っ
た
も

の
。
当
時

の
延
暦
寺
と
元
慶
寺

の
親
密
な
関
係
を
示
す
資
料
で
あ
る
。

「奉
」
「有
」
な
ど
左
払

い
を
極
端
に
下
げ
て
ゆ
く
の
は
最
澄
の
書
に
も

あ
り
、拠

り
所
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
消
息
で
忽
卒
に
自
由
に
書
い
て
い

る
か
ら
今
ま
で
の
色

々
な
筆
法
が
集
約
さ
れ
、
個
性
が
顕
著

に
表
わ
れ

て
脱
俗
超
妙
に
し
て
格
調
が
高
い
書
跡
と
評
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

円
珍
が
入
唐
に
際
し
最
澄
公
験
の
写
し
を
作

っ
た
り
、
伝
燈
大
法
師

位
位
記
を
能
書
家
に
依
頼
し
新
た
に
用
意
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
書
に
深

い
関
心
を
示
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

一
般
に
僧

の
場
合
は

一
生
涯
に
書
風
を
何
度
も
変
え
た
書
き
方
を
し
な
い
の
が
通

例
だ
が
、
円
珍
の
書
跡
を
在
唐
中
と
帰
朝
後

の
筆
跡
に
分
け
て
概
観
す

る
と
様
々
な
書
風
の
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
中
国
の
書
に

か
な
り
影
響
を
う
け
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

 
円
珍
の
書
に
は
重
厚
な
楷
書
も
あ
り
、
行
書
が
最
も
多
い
が
、

か
た

い
骨
気
の
あ
る
速
書

の
線
で
書

い
た
中
国
風

の
筆
致
の
も
の
や
、

こ
れ

を
基
に
し
て
自
由
に
抑
揚
を
も

っ
て
書

い
た
も

の
も
あ
る
。
人
と
し
て

は
最
澄
の
細
い
行
書
書
風

の
踏
襲
や
、
法
全
の
独
特
な
構
え
の
行
書
な

ど
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
。

中
国
に
於
て
僧
門
に
流
行
し
た
抑
揚
あ
る
自
由
奔
放
に
躍
動
す
る
懐

素
の
草
書
系
の
字
に
も
興
味
を
示
し
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

晩
年
こ
れ
ら
の
も
の
が
集
大
成
さ
れ
て
、
と
く
に
議
定
文
や
寄
遍
照

消
息
に
み
ら
れ
る
趣
致
の
深
い
枯
淡
の
線
と
な

っ
て
顕
現
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
三
跡
が
出
る
以
前
に
中
国
書
が
定
着
し
て
和
様
の
き
ざ

し
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
円
珍
自
筆
の
書
の
ほ
か
関
連
文
書
匠
よ

っ
て
も

窺
い
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

1
 
拙
稿

「智
証
大
師
の
書
跡
」
(『智
証
大
師
研
究
』
所
収
)

2

『石
刻
史
料
新
編
』
(新
文
豊
出
版
公
司
)
第
一
輯
-
第
三
輯

ま
で
出

版
さ
れ
て
い
る

3

『書
林
藻
鑑
』
巻
八

4
 
高
奉
、
麿
輔
、
李
達
、
虐
景
全
、
道
玄
の
詩
。
屠
景
全
、
李
達
、
陳
蒙

陳
泰
信
、
僧
常
維
、
僧
師
静
、
徐
直
の
書
状
。

5
 
毎
日
新
聞
社

『
日
本
高
僧
遺
墨
』
壱
巻
、
1
4
0
頁
解
説

(山
本
信
吉
)

6
 
小
野
勝
年
「円
珍
の
上
智
慧
輪
三
蔵
書
」
(『
竜
谷
史
壇
』
73
74
号
)

7
 
5
を
参
照
。
仁
和
元
年

(
八
八
五
)
、
円
珍
七
十
二
才
頃
と
推
定
さ
れ

る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
 
円
珍
の
行
書
、
書
風
、
法
全
の
書(武
蔵
大
学
講
師
)

智
証
大
師
と
中
国
の
書

(八

木
)
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